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クラブテーマ「Challenge for the Evolution」（挑戦しよう、進化のために！）」 

 
【本日の例会】 

◇ 開会点憧 

1. ロータリーソング    ・・・ それでこそロータリー 

2. ゲスト及びビジター紹介 ・・・ 親睦委員長 

3. 会 長 挨 拶     ・・・ 内藤 茂美 会長 

4. 幹 事 報 告     ・・・ 柿沼 岳範 幹事 

5. ニコニコＢＯＸ     ・・・ S･BOX委員長 

6. 出 席 報 告     ・・・ 出席委員長 

7. 卓     話     ・・・ 会員卓話 

8. ロータリーソング    ・・・ 四つのテスト 

◇ 閉会点憧 

 

【会 場】 

ホテルメトロポリタン仙台  

21階 銀河  

例 会 12：30～13：30 
 

【本日の卓話】 

会員卓話「私の履歴書」 

佐藤 優昭 会員 

伊藤 英実 会員 

【例会予定】 

10月 3日（木）ロータリーデー清掃活動（例会前） 

       通常例会・10月度定例理事会 

       卓話：米山奨学生 スウギョウジョウさん 

10月 10日（木）親睦夜間例会「お月見会」18：30～ 

AMERICAN DINER gfu.  

10月 17日（木）休  会 

9 月 12 日会長・幹事報告 

【ゲスト】 

〇株式会社エヌエスシー 常務取締役 事業構想大学院大学特任教授 髙谷 将宏 様 

 

◇国際ロータリー第 2740地区 地区大会について 

 2024-2025年度 石坂和彦ガバナーよりご案内頂いております 

 ・11月 8日（金）ポリオイベント / RI会長代理歓迎晩餐会 

 ・11月 9日（土）本会議 / 懇親会 

 ・11月 10日（日）記念ゴルフ大会 

参加希望の会員は、事務局までお知らせください。費用は全額参加者負担となります。 

 

◇【親睦夜間例会「お月見会」】について 

日 時：令和 6年 10月 10日（木） 18：30～ 

場 所：AMERICAN DINER gfu.  仙台市青葉区立町 2-21 1F TEL050-5486-2425 

会 費：4,000円 ※当日集金させて頂きます 

※ご出欠は、9月 26日までにお知らせ下さいますようお願い致します。 

国際ロータリー第 2520地区 

仙台宮城野ロータリークラブ 

例会場/ ホテルメトロポリタン仙台 

仙台市青葉区中央 1-1-1℡.022-268-2525 

例会日/ 毎木曜日 12:30～13:30 

事務所/ ホテルメトロポリタン仙台内 

℡ 022-268-3243 fax022-268-3296  

Email ： miyaginorc@dune.ocn.ne.jp 

H P ： http://www.miyaginorc.jp/ 

 
 

9月のロータリー月間テーマ 

「基本的教育と識字率向上月間」 

「ロータリーの友月間」 

9月のロータリーレート 

1㌦＝ 145円 

 

mailto:miyaginorc@dune.ocn.ne.jp


 

  

9月 12日 ニコニコ BOX 

◇伊藤 英実 会員 … 来週開催されるダンロップ女子オープンの入場券がありますので、事務局で受け取ってく

ださい。 

◇佐藤 充 会員 … 誕生日プレゼントありがとうございました。 

 

9 月 12 日例会報告 

「本当は怖い Well-Being」 

株式会社エヌエスシー 常務取締役 

事業構想大学院大学特任教授  

髙谷 将宏 様 

Society5.0,SDGsがあまり聞こえなくなり、DXが真っ最中。そして、ウェルビーイングなる言葉が聞こえ始め

ました。何となく、優しくて温かな言葉です。 

 DXは、主語は「企業」であり、述語は「競争優位性を確立すること」です。デジタルはデータの活用を含め

手段にすぎません。DXの Xは Transformation、変革です。つまり、企業を変革させることが DXの本当の意味で

す。この変革には「あるべき姿」が必要であり、その姿は経営者しか提示できません。何となく市井に広がる

DXには違和感を感じます。 

 もっとも、初めて DXという言葉が使われたとされる背景は、現在の DXと全く違う意味を持っていました。 

 さて、ウェルビーイングは 1948年に WHOの憲章の一部として登場しました。簡単に訳すと、「多様な幸せ」で

す。何となく優しい社会、優しい会社を目指すような語感です。OECDの提唱する社会の幸福(ウェルビーイン

グ)には、ウェルビーイングの代名詞である「生活の質」の他に、経済資本を含む「未来の幸福のための資源」、

所得と富などを含む「物質的な生活条件」が含まれています。つまり、企業には体力が求められます。 

 DXを企業人として推進、アカデミアとして研究してみると、やはり体力が求められます。では、体力が無い

場合、どの様になるのでしょうか? 

 何となく、DXの推進と経済内閣と呼ばれた時期が被ります。ウェルビーイングも、対応できる企業が対応す

ればよいということではない様に感じています。その背景を少しだけ紹介します。まずは DX次に Well-Being見

据えてみた方が良さそうです。SDGs(2030まで)の次は SWDsでしょう。その次は困るでしょうね。   

９月 14 日 社会奉仕事業「誰一人取り残さない」プロジェクト報告 

2024 年 9 月 14 日、楽天モバイルパーク宮城にて、就労支援や生活介護事業、相談事業を運営されている社会

福祉法人「仙萩の杜」（仙台市内）を利用されている、利用者様（障がい者の方）、ご家族様、支援者を対象に、

７５名を東北楽天ゴールデンイーグルスの試合観戦へ招待しました。 

天気にも恵まれ、白熱した試合展開に参加頂いた多くの皆様に大変喜んで頂けました。障がいのある方たち、

そのご家族、支援者の方とクラブ会員が交流し、支援をできたこと、また、地元プロ野球チームの試合観戦を通

じて地域活性へ貢献できたと思います。ご協力頂いた会員の皆様ありがとうございました！ 

報告：社会奉仕委員長 佐藤 充 

  

   
 


